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１．概要（Summary） 

近年，化学・生化学分野への応用を目的とした様々な

微粒子分離マイクロ流路デバイスが提案され，注目を集

めている [1–3]．そうした中，今回，サブミクロンサイズの

液中分散粒子の分離用マイクロ流路デバイスをソフトリソ

グラフィにて作製することを目指し，東京工業大学の設備

を利用して，SU-8の鋳型作製を実施した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

電子ビーム露光データ加工ソフトウェア 

マスクレス露光装置 

【実験方法】 

まず初めに，デバイスの設計および，マスクレス露光装

置にて読み込み可能なデータ形式への変換作業を行っ

た．設計したマイクロ流路は円柱のアレイを有し，アレイの

パラメータは円直径 1 m，円柱間の隙間 1 m，円柱配

列の傾き 2.86°に設定した(Fig. 1)． 

次に，ネガ型フォトレジストである SU8-3005を約 4 m

の厚みで塗布した Si 基板（15 mm×15 mm）に，マスク

レス露光装置を用いてパターンを露光した．ドーズ量

1500 mJの条件で露光した後， 95℃で 5分間ホットプレ

ートにて加熱し，SU-8現像液で 2分間現像した． 

 

Fig. 1 Schematic illustration of a micro pillar array. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した SU-8 の鋳型のパターンを，当研究室にて保

有している光学顕微鏡とカメラを組み合わせて用いること

で観察した(Fig. 2)．設計したパターン形状とは異なり，

円柱パターンを確認することはできなかった．これは，ド

ーズ量が高すぎることで，円柱パターンの部分も露光さ

れてしまい，SU-8 が硬化したことが原因として考えられる．

今後，所望のパターンを得ることが可能な最適な露光条

件について検討する． 

 

Fig. 2 A photomicrograph showing the fabricated 

SU8 micro pattern. 
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